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第 1 章 調査の概要 

１ 調査の目的 

「第二次北九州市健康づくり推進プラン（平成 30 年度～）」及び、「第三次北九州市食育推進計画

（令和元年度～）」の計画期間が令和 5 年度に終了するため、現計画の進捗状況の評価及び次期計

画策定のための基礎資料を得ることを目的とします。 

 

２ 調査方法 

郵送による配布 

郵送、またはインターネットによる回収 

 

３ 調査対象 

北九州市民のうち、日本国籍をもつ市民 10,000 人（住民基本台帳から年代別に無作為抽出） 

年齢の内訳は下記の通りです。 

年齢 対象者数 
調査票毎の 

対象者数 
 

0～6 歳（未就学児） 800 人 
1,600 人 

※ 

7～12 歳（小学生） 800 人 ※ 

13～18 歳（中高生等） 1,200 人 1,200 人  

19 歳・20 歳代 1,600 人 

7,200 人 

 

30 歳代 1,300 人  

40 歳代 1,100 人  

50 歳代 1,100 人  

60 歳代 1,100 人  

70 歳代以上 1,000 人  

合計 10,000 人 10,000 人  

※0～6 歳（未就学児）及び 7～12 歳（小学生）は保護者による回答 

 

４ 調査期間 

令和 4 年 10 月 1 日～令和 4 年 10 月 31 日 
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５ 回収状況 

年齢 

配布数 

【A】 

（件） 

有効回収数 

【B】 

（件） 

郵送 

回収数 

（件） 

インターネット 

回収数 

（件） 

有効回収率 

【B/A】 

（％） 

郵送 

回答率 

（％） 

インターネット 

回答率 

（％） 

0～6 歳 

（未就学児） 
800  300 65 235 37.5 8.1 29.4 

7～12 歳 

（小学生） 
800  349 105 244 43.6 13.1 30.5 

13～18 歳 

（中高生等） 
1,200  319 96 223 26.6 8.0 18.6 

19 歳・20 歳代 1,600  292 67 225 18.3 4.2 14.1 

30 歳代 1,300  333 80 253 25.6 6.2 19.5 

40 歳代 1,100  295 93 202 26.8 8.5 18.4 

50 歳代 1,100  395 155 240 35.9 14.1 21.8 

60 歳代 1,100  465 306 159 42.3 27.8 14.5 

70 歳代以上 1,000  475 418 57 47.5 41.8 5.7 

無回答 - 19 0 19 - - - 

合計 10,000  3,242 1,404 1,838 32.4 14.0 18.4 
 
 

年齢 

配布数 

【A’】 

（件） 

有効回収数 

【B’】 

（件） 

郵送 

回収数 

（件） 

インターネット 

回収数 

（件） 

有効回収率 

【B’/A’】 

（％） 

郵送 

回答率 

（％） 

インターネット 

回答率 

（％） 

0～12 歳 

（未就学児・小学生） 
1,600  651 172 479 40.7 10.8 29.9 

13～18 歳 

（中高生等） 
1,200 319 96 223 26.6 8.0 18.6 

19 歳以上 7,200  2,272 1,136 1,136 31.6 15.8 15.8 

合計 10,000  3,242 1,404 1,838 32.4 14.0 18.4 

 

６ 調査機関 

調査主体：北九州市保健福祉局健康推進課 

集 計：株式会社西日本リサーチ・センター 
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７ 集計分析上の注意事項 

  図表の前に、その図表の「調査項目・内容（集計分類）」を記載しています。 

  図表中の「ｎ」とは、その設問の回答者数を表しています。 

  調査結果の比率（％）は、その設問の回答者数を母数として、小数点以下第２位を四捨五入し

て小数点第１位までを示しているため、その合計値が 100％にならない場合があります。 

  ２つ以上の回答（複数回答）の設問は、回答比率の合計が 100％を超える場合があります。 

  文中の選択肢の表示は「 」で行い、選択肢のうち二つ以上のものを合計して表す場合は『 』と

しています。その場合の数値については、選択肢ごとに小数点以下第二位を四捨五入したも

のを合計して表示しています。 

  経年比較において、比率について有意水準95％で有意差検定を行い、有意差がある（差がな

いという仮説を棄却することができる）ものついては、「有意＊に」と表示しています。 

  数値を考察するにあたっては、表現を概ね以下のとおりとしています。 
 

範囲（例） 表現 

20.1～21.0％ 約２割 

21.1～24.0％ ２割前半 

24.1～26.0％ ２割半ば 

26.1～29.0％ ３割近く 

29.1～29.9％ 約３割 

 


